
鯖江市立待公民館 

住所：〒916-0005 鯖江市杉本町７０２－２ 

TEL：0778-51-3376 FAX：0778-51-8416 

HPhttp //www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=1527 

E-mail  SC-CC-Tachimachi@city.sabae.fukui.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

  

    し  

 

 

  

 

 

 

  

 

  

【立待地区の人口】（９月１日現在） 

人口  ８，７１０人（前月比１２人増） 

（男 4,262 ／女 4,448） 

世帯数 ３，０６３世帯（前月比１３世帯増）           

アトラクションでは、たちまち子ども文楽による『寿式 三番叟』、立待

小学校３年児童による作文朗読、吉江保育園園児によるお遊戯

や、今年は立待のん凸座による「架空請求詐欺防止寸劇」で『ハガ

キが届いても無視をして決して電話しないこと』『駐在所や警察に相

談すること』の二つを詐欺に遭わないポイントとして、学びました。 

そして締めは近松おどり保存会によるみんなで踊ろう近松音頭を大き

な輪になりみんなで楽しく踊りました。みなさん、いつまでもお元気でい

てください。 

日  時 １０月２１日（日） 

       ８：００ 受付 

       ８：１５ 開会式 

       ８：３０ スタート 
 

集合場所 日野川 河川公園 
 

参 加 費 ５００円（保険・参加賞代） 

       ※当日集金します 
 

申し込み １０月１１日までに立待公民館へ 

       お申し込みください 

       ☎51-3376 fax51-8416 
 

当日参加も大歓迎！ 

＊駐車場スペースに限りがあります。相乗り等のご協力

をお願いします。 

＊スティック・ボールをお持ちでない方は申し込みの際に

お伝えください。 

体育協会よりお知らせ 

 

７５歳以上の方をお招きして、日

ごろの感謝と敬意を表し、地区で

祝いのつどいを９月９日に開催し

ました。 

今年の対象者の方１,０２１名の

内、喜寿を迎えられた８８名、米寿

を迎えられた３７名の方に記念品

が贈られました。久しぶりに会われ

た人やふだん会えない方との楽し

い会話に花が咲きました。 
 

北信越小学生バドミントン選手権大会予選会 

５年生シングルス 
     

第３位 伊藤 光輝 さん 

おめでとうございます！ 

1 月 
たっちっこ 

たちまち近松人形劇団 

2 火 休館日 

3 水 青少協役員会 

4 木 公民館協力委員会 

5 金 
介護予防いきいき講座 

学びの広場 立待地区まちづくり講座 

6 土 国体を見に行こう＆ニュースポーツ体験 

7 日 休館日 

8 月 休館日 

9 火 民生委員会 

10 水 青少協役員会 

11 木   

12 金   

13 土 
子ども文楽 

愛育会役員会 

14 日   

15 月 たちまち近松人形劇団 

16 火 休館日 

17 水 
生活学校 

青少協委員会 

18 木   

19 金 
体協理事会 

愛育会支部長会 

20 土 
シニアフェスティバル 

子ども文楽 

21 日 

休館日 

マレットゴルフ大会(体協) 

ボウリング大会(壮年会) 

22 月 
たっちっこ 

たちまち近松人形劇団 

23 火   

24 水 
学びの広場 園芸講座 

青少協三役会 

25 木 PC 相談会 

26 金   

27 土   

28 日 ※近松まつり準備のため使用禁止 

29 月 ※近松まつり準備のため使用禁止  

30 火 ※近松まつり準備のため使用禁止 

31 水 ※近松まつり準備のため使用禁止 

※都合により変更する場合があります。ご了承ください。 

記念品の贈呈 

パソコンのお悩み解決！

どなたでもお気軽に参加

できます。 

日時 １０月２５日(木) 

１９：３０～ 

場所 立待公民館 

第１研修室 

吉江藩主松平昌親公関係の古文書(西光寺所蔵）と「葵祭」にあわせて上賀

茂神社に二葉葵を奉納続けている吉江あおい会の記録写真、京都の染織作

家や地元の創作作家の葵染め新作品等を展示します。 

期 間 １０月４日(木)～８日(月) 

    １０月６日(土) １１：００～１２：００ ギャラリートーク 

     藤木保誠 (上賀茂神社権禰宜) ×寺田豊 (京絞り寺田) 

♪１０時からまなべの館職員が葵染の着物とイヤリングで受付します♪ 

会 場 まなべの館 

入館料 無料 

アトラクションを楽しむ参加者の皆さん 

http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=1527
mailto:SC-CC-Tachimachi@city.sabae.fukui.jp


 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５０年ぶりに福井で国体が 

開催されます！ 

立待地区で開催される競技を、みんなで応援しに行こう！ 

応援の後はみんなでニュースポーツをして遊びます！ 
 

日 時 １０月６日（土） 

     １３：００ 集合(立待公民館) 

     １４：４０ 車いすテニス観戦 

     １５：４０ ニュースポーツ体験 

            ショートテニス 

            ドッチビー 

     １４：３０ 解散 

持ち物 帽子・上履き・飲み物 

申込み 立待公民館まで 

公民館から西番スポーツセンターまで歩いて向かいます。 

。 

１１月４日（日）   

 ・たちまち史跡めぐりウォーキング   ・オープニング 近松太鼓 

 ・中央中学校吹奏楽部演奏       ・たちまち近松人形劇団公演 

 ・ふるまいもち             ・近松おどり保存会「みんなで踊ろう近松音頭」 

 ・園児による近松音頭                  ・たちまち一芸発表 

 ・あつあつ大抽選会          ・ちかまつ屋台村（各町内・団体・ＥＬ電車） 

１１月３日（土） 

立待地区文化祭 
 

さばえ近松文学賞２０１８～恋話（KOIBANA）～  
 

第１６回 立待月観月の夕べ 

   フラメンコと文楽のコラボレーション『日高川入相花王～渡し場の段～』 

     鍵田真由美・佐藤浩希フラメンコ舞踊団×鯖江人形浄瑠璃「近松座」 
 

「古典の日」制定記念イベント 

「身近に狂言を楽しもう！！」 
 

立待月観月会 ※先着 20 名（10 月 10 日午前９時から立待公民館にてチケット販売） 

   佐藤浩希 トークショー『フラメンコ曽根崎心中』の世界  会場：（資）加藤吉平商店 

 

作っていただいた寄せ植えは近松まつりにて展示予定です。

皆さんぜひご参加ください。 
 

日 時 １０月２４日(水) 

      ９：３０～    

場 所 立待公民館 講堂 

講 師 小林 鈴子 氏 

参加費 実費 

申込み 立待公民館まで 

日 時 １０月２０日(土) 開会式９：４５～ 

場 所 立待公民館 講堂 

内 容 Ⅰ部 体育会  10：00～12：00(老人クラブ会員対象) 

    Ⅱ部 芸能鑑賞 12：30～14：00 

    Ⅲ部 大抽選会 14：00～14：30 

【主催：立待地区老人クラブ連合会】 

 

立待地区と「二葉葵」を通して交流がある京都上賀茂地区の歴史

やまちづくりについて関係者のみなさんと一緒に考えてみまし

ょう。 

 

日 時 １０月５日(金) １４：００～ 
 

会 場 立待公民館 
 

講 師 藤木保誠氏(上賀茂神社権禰宜) 

    寺田 豊氏(京絞り寺田主宰) 

    伊藤 尚治氏(京の社家を学ぶ会代表) 
 

内 容 ・上賀茂神社、葵祭の歴史 

    ・「二葉葵」を通した上賀茂神社と立待地区のつながり 

    ・伝統的建築等保存地区(社家)を活かしたまちづくり 

    ・上賀茂神社式年遷宮における葵染め作品奉納 

    ・葵染め新商品の開発について 等 
 

その他 参加料は無料です。 

    地区外からの方もご参加できます。 
 

問合せ 立待公民館 

 

会場を彩る手形フラッグ 

廃材や自然を活かした作品達 竹の弓矢の射的コーナーもありました 

ワークショップコーナーで作品作り 

大
き
な
ハ
ー
ト
の
オ
ブ
ジ
ェ 

２回目となる今年はテーマを「森のいのち♡の贈り物」としました。 

大谷公園とお隣の森から育まれる「いのち」、自然が私たちの暮らしにもたらすもの、自然と一

緒に暮らすこと（共生）を考え、美術館の作品も「いのち」を題材にし、地域企業・団体からいた

だいた廃材を利用しての作品づくりに取り組み、作品１１１点、三角フラッグ２３１点、合計３４

２点で小さな美術館をオープンしました。 

当日は、作品展示のほか、廃材を使ってのものづくり、竹の弓矢・ 

水鉄砲のコーナーや、体育協会さんにニュースポーツコーナーを設け 

ていただきました。参加してくれた皆さんは自分の好きなコーナーで 

思う存分楽しい時間を過ごすことができたようでした。 

今回の小さな美術館は、「鯖江市まちづくり基金事業」として鯖江 

市からの助成を受けての開催となりました。又、事業チラシ作製のデ 

ザイナーを発掘、スポーツとのコラボレーションで一緒に立待を盛り 

上げてくれる仲間との繋がりを 

深め、これから先、立待が「よ 

り楽しめる豊かなまち」になる 

ことを実感しました。 

廃材提供、広報、作品作りに協力 

していただきました皆様に、感謝 

申し上げます。 

 

立待まちづくり応援団団長 

谷内 由美子 


